
東京都千代田区丸の内一丁目 9番 1号
お問い合わせ先（コールセンター）
TEL 0 1 2 0 ― 1 0 6 2 1 2
　　　（営業日の 9：00～17：00）
https://www.daiwa-am.co.jp/

大和アセットマネジメント株式会社

<4603>

★当ファンドの仕組みは次の通りです。
商品分類 追加型投信／国内／株式
信託期間 2014年12月 5 日～2024年12月 4 日
運用方針 信託財産の成長をめざして運用を行ないます。
主要投資
対 象

わが国の金融商品取引所上場株式（上場予定
を含みます。）

株式組入
制 限 無制限

分配方針

分配対象額は、経費控除後の配当等収益と売
買益（評価益を含みます。）等とし、原則とし
て、信託財産の成長に資することを目的に、
配当等収益の中から基準価額の水準等を勘案
して分配金額を決定します。ただし、配当等
収益が少額の場合には、分配を行なわないこ
とがあります。

ダイワ日本株ニュー・グロース・ファンド
（ダイワＳＭＡ専用）

第 7期
運用報告書（全体版）

（決算日　2021年12月 6 日）
（作成対象期間　2020年12月 5 日～2021年12月 6 日）

受益者のみなさまへ
毎々、格別のご愛顧にあずかり厚くお礼申

し上げます。
当ファンドは、わが国の株式に投資し、信

託財産の成長をめざしております。当作成期
につきましてもそれに沿った運用を行ないま
した。ここに、運用状況をご報告申し上げま
す。

今後とも一層のお引立てを賜りますよう、
お願い申し上げます。

◇TUZ0460320211206◇



ダイワ日本株ニュー・グロース・ファンド（ダイワＳＭＡ専用）

決　　算　　期
基 準 価 額 Ｔ Ｏ Ｐ Ｉ Ｘ

株　　式
組入比率

株　　式
先物比率

純 資 産
総　　額（分配落） 税込み

分配金
期　中
騰落率 （参考指数） 期　中

騰落率
円 円 ％ ％ ％ ％ 百万円

3 期末（2017年12月 4 日） 15, 531 0 50. 5 1, 786. 87 21. 8 102. 5 ― 2, 211 
4 期末（2018年12月 4 日） 14, 998 0 △ 3. 4 1, 649. 20 △  7. 7 97. 5 ― 2, 759 
5 期末（2019年12月 4 日） 14, 586 0 △ 2. 7 1, 703. 27 3. 3 97. 5 ― 2, 345 
6 期末（2020年12月 4 日） 20, 689 0 41. 8 1, 775. 94 4. 3 94. 7 ― 1, 992 
7 期末（2021年12月 6 日） 19, 477 0 △ 5. 9 1, 947. 54 9. 7 97. 0 ― 403 

（注 1 ）基準価額の騰落率は分配金込み。
（注 2 ）指数値は、指数提供会社により過去に遡って修正される場合があります。上記の指数は直近で知り得るデータを使用しております。
（注 3 ）株式先物比率は買建比率－売建比率です。

最近5期の運用実績
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ダイワ日本株ニュー・グロース・ファンド（ダイワＳＭＡ専用）
ダイワ日本株ニュー・グロース・ファンド（ダイワＳＭＡ専用） ダイワ日本株ニュー・グロース・ファンド（ダイワＳＭＡ専用）

■基準価額・騰落率
期　首：20, 689円
期　末：19, 477円（分配金 0円）
騰落率：△5. 9％（分配金込み）

■基準価額の主な変動要因
国内株式市況は、新型コロナウイルスのワクチン接種が始まり国内外で感染状況が改善したこと
を受けて、上昇しました。一方で、新興市場を中心とした中小型株は軟調に推移し、当ファンドの
基準価額は下落しました。くわしくは「投資環境について」をご参照ください。

基準価額等の推移について 

運用経過

流　用

＊�分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォーマンスを
示すものです。
＊�分配金を再投資するかどうかについては、お客さまがご利用のコースにより異なります（分配金を自動的に再投資するコースがないファンドも
あります）。また、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。したがって、お客さまの損益の状況を示すものではありません。

（円） （億円）

期　首
（2020. 12. 4）

期　末
（2021. 12. 6）

基準価額（左軸）　　　　分配金再投資基準価額（左軸）　　　　純資産総額（右軸）
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ダイワ日本株ニュー・グロース・ファンド（ダイワＳＭＡ専用）

年　　月　　日
基 準 価 額 Ｔ Ｏ Ｐ Ｉ Ｘ 株　　式

組入比率
株　　式
先物比率騰落率 （参考指数） 騰落率

円 ％ ％ ％ ％
（期首）2020年12月 4 日 20, 689 ― 1, 775. 94 ― 94. 7 ―

12月末 20, 316 △ 1. 8 1, 804. 68 1. 6 95. 5 ―
2021年 1 月末 20, 068 △ 3. 0 1, 808. 78 1. 8 94. 8 ―

2 月末 18, 550 △ 10. 3 1, 864. 49 5. 0 92. 6 ―
3 月末 19, 353 △ 6. 5 1, 954. 00 10. 0 96. 0 ―
4 月末 19, 019 △ 8. 1 1, 898. 24 6. 9 97. 4 ―
5 月末 19, 030 △ 8. 0 1, 922. 98 8. 3 95. 2 ―
6 月末 20, 326 △ 1. 8 1, 943. 57 9. 4 90. 4 ―
7 月末 19, 797 △ 4. 3 1, 901. 08 7. 0 96. 9 ―
8 月末 20, 763 0. 4 1, 960. 70 10. 4 93. 4 ―
9 月末 20, 822 0. 6 2, 030. 16 14. 3 90. 8 ―
10月末 21, 140 2. 2 2, 001. 18 12. 7 94. 5 ―
11月末 20, 148 △ 2. 6 1, 928. 35 8. 6 96. 1 ―

（期末）2021年12月 6 日 19, 477 △ 5. 9 1, 947. 54 9. 7 97. 0 ―
（注）期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比。
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ダイワ日本株ニュー・グロース・ファンド（ダイワＳＭＡ専用）
ダイワ日本株ニュー・グロース・ファンド（ダイワＳＭＡ専用） ダイワ日本株ニュー・グロース・ファンド（ダイワＳＭＡ専用）

■国内株式市況
国内株式市況は上昇しました。
国内株式市況は、当作成期首より、米国のバイデン政権による大型経済対策への期待が高まった
ことや、欧米において新型コロナウイルスのワクチン接種が始まったことなどが好感され、上昇し
ました。2021年に入ってからも、米国上下両院で民主党が多数党を確保したことにより大型経済対
策が実現したことや、国内のウイルスの感染状況が改善したことなどが好感され、株価は 3月にか
けて上昇しました。その後は、国内で感染が再拡大して再び行動制限措置がとられたことや、内閣
支持率の低下で政局の行方に不透明感が増したことなどから、上値の重い展開となりました。 8月
下旬には、国内の感染状況が改善したことを受けて株価は上昇に転じ、 9月初めには菅首相の自民
党総裁選挙への不出馬表明を受けて株価は一時急騰し、年初来高値を更新しました。しかしその後
は、新政権への期待がやや後退したことや、中国の大手不動産会社の信用問題に対する懸念が高
まったことなどから、株価は反落しました。10月末には、衆議院議員選挙で自民党が予想以上に議
席数を伸ばし、単独で絶対安定多数を維持したことを好感して株価が上昇する局面もありました
が、11月末にかけては、新型コロナウイルスの新変異株への警戒感が広がったことなどから、株価
は下落しました。

投資環境について （2020. 12. 5 ～ 2021. 12. 6）

前作成期末における「今後の運用方針」

流　用

今後の経済状況としては、当面は、新型コロナウイルスの感染状況に応じて、経済活動再開と感染
の再拡大による経済活動の自粛を繰り返すことを想定しています。
株式市場については、大規模な金融緩和や新型コロナウイルスワクチンに対する期待などから、景
気回復を先取りしやすい環境であると考えています。従って、新型コロナウイルスの感染が拡大して
株式市場が下落しても、押し目買いが行われやすいため、底堅い相場展開を想定しています。
銘柄選択については、新型コロナウイルスの影響下においても、倒産しないか、競争力を高められ
るか、提供するサービスの需要が強いか、デジタル化の対応ができているかなどを重視していく方針
です。
ポートフォリオについては、ポストコロナ時代に成長が期待される銘柄を中心に構築していく方針
です。具体的には、在宅勤務を支援する銘柄、ＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）関連銘
柄、婚活サービス関連銘柄、事業承継Ｍ＆Ａ（企業の合併・買収）関連銘柄、ＥＶ（電気自動車）関
連銘柄、再生可能エネルギー関連銘柄などに注目してまいります。
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ダイワ日本株ニュー・グロース・ファンド（ダイワＳＭＡ専用）
ダイワ日本株ニュー・グロース・ファンド（ダイワＳＭＡ専用） ダイワ日本株ニュー・グロース・ファンド（ダイワＳＭＡ専用）

・株式等の組入比率は、おおむね高位で推移させました。
・�業種構成は、サービス業、機械、不動産業などのウエートを引き上げました。一方、情報・通信
業、小売業、その他金融業などのウエートを引き下げました。
・�個別銘柄では、ポストコロナ時代に成長が期待されるヤプリやディップなどを買いけました。一
方、業績見通しや株価指標などを考慮してブイキューブやオイシックス・ラ・大地などを売却しま
した。

当ファンドは運用の評価または目標基準となるベンチマークを設けておりません。
以下のグラフは当ファンドの基準価額と参考指数（ＴＯＰＩＸ）との騰落率の対比です。
参考指数の騰落率は9. 7％となりました。一方、当ファンドの基準価額の騰落率は△5. 9％となりま
した。参考指数の騰落率を上回った電気機器や輸送用機器をアンダーウエートとしていたこと、また
参考指数の騰落率を下回った情報・通信業をオーバーウエートとしていたことなどがマイナス要因と
なりました。個別銘柄では、ブイキューブやＧＭＯグローバルサインＨＤなどがマイナス要因となり
ました。

（％）

当　期
（2020. 12. 4～2021. 12. 6）

基準価額
ＴＯＰＩＸ

15. 0
10. 0
5. 0
0. 0
-5. 0
-10. 0 （注）基準価額の騰落率は分配金込みです。

ベンチマークとの差異について

ポートフォリオについて （2020. 12. 5 ～ 2021. 12. 6）

流　用

6
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ダイワ日本株ニュー・グロース・ファンド（ダイワＳＭＡ専用）
ダイワ日本株ニュー・グロース・ファンド（ダイワＳＭＡ専用） ダイワ日本株ニュー・グロース・ファンド（ダイワＳＭＡ専用）

当作成期は、信託財産の成長を考慮し、収益分配を見送らせていただきました。
なお、留保益につきましては、運用方針に基づき運用させていただきます。
■分配原資の内訳（ 1万口当り）

項 目
当 期

2020年12月 5 日
～2021年12月 6 日

当期分配金（税込み） （円） ―
対基準価額比率 （％） ―
当期の収益 （円） ―
当期の収益以外 （円） ―��

翌期繰越分配対象額 （円） 9, 476��
（注 1）�「当期の収益」は「経費控除後の配当等収益」および「経費控除後の有価

証券売買等損益」から分配に充当した金額です。また、「当期の収益以外」
は「収益調整金」および「分配準備積立金」から分配に充当した金額です。

（注 2）�円未満は切捨てており、当期の収益と当期の収益以外の合計が当期分配金
（税込み）に合致しない場合があります。

（注 3）�当期分配金の対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分
配金込み）に対する比率で、ファンドの収益率とは異なります。

分配金について

今後の運用方針

流　用

国内株式市場は一進一退の展開を想定しています。半導体不足による企業業績への悪影響、世界的
なインフレ懸念、新型コロナウイルスの変異株への警戒はあるものの、各国政府の景気刺激策への期
待やウイルス経口治療薬の普及期待、主要中央銀行の大規模な金融緩和の継続などを背景に押し目買
いが行われやすい環境であると考えています。今後は、外部環境の改善によって業績回復する企業で
なく、独自要因により成長が実現できる企業が相場をけん引していくことを想定しています。
ポートフォリオについては、ポストコロナ時代に成長が期待される銘柄を中心に構築していく方針
です。具体的には、在宅勤務を支援する銘柄、ＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）関連銘
柄、婚活サービス関連銘柄、事業承継Ｍ＆Ａ（企業の合併・買収）関連銘柄、ＥＶ（電気自動車）関
連銘柄、再生可能エネルギー関連銘柄などに注目してまいります。
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ダイワ日本株ニュー・グロース・ファンド（ダイワＳＭＡ専用）
ダイワ日本株ニュー・グロース・ファンド（ダイワＳＭＡ専用） ダイワ日本株ニュー・グロース・ファンド（ダイワＳＭＡ専用）

1万口当りの費用の明細

項　　　目
当　期

（2020. 12. 5～2021. 12. 6） 項　　目　　の　　概　　要
金　額 比　率

信 託 報 酬 �331円� 1. 648％ 信託報酬＝当作成期中の平均基準価額×信託報酬率
　　　　　当作成期中の平均基準価額は20, 079円です。

（投 信 会 社） �（160） （0. 796） 投信会社分は、ファンドの運用と調査、受託会社への運用指図、基準価
額の計算、法定書面等の作成等の対価

（販 売 会 社） �（160） （0. 796） 販売会社分は、運用報告書等各種書類の送付、口座内での各ファンドの
管理、購入後の情報提供等の対価

（受 託 会 社） �（11） （0. 055） 受託会社分は、運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価

売買委託手数料 �54��� 0. 270��
売買委託手数料＝当作成期中の売買委託手数料／当作成期中の平均受益
権口数
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料

（株 式） �（54） （0. 270）

有価証券取引税 �―� ―
有価証券取引税＝当作成期中の有価証券取引税／当作成期中の平均受益
権口数
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金

そ の 他 費 用 �1��� 0. 006�� その他費用＝当作成期中のその他費用／当作成期中の平均受益権口数

（監 査 費 用） �（1） （0. 006） 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用

（そ の 他） �（0） （0. 000） 信託事務の処理等に関するその他の費用

合　　　　 計 �386��� 1. 924��
（注 1）当作成期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、項目の概要の簡便

法により算出した結果です。
（注 2）各金額は項目ごとに円未満を四捨五入してあります。
（注 3）各比率は 1万口当りのそれぞれの費用金額を当作成期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、小数点第 3位未満を四捨五

入してあります。
（注 4）組み入れているマザーファンドがある場合、売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、当該マザーファンドが支払っ

た金額のうち、このファンドに対応するものを含みます。組み入れている投資信託証券（マザーファンドを除く。）がある場合、
各項目の費用は、当該投資信託証券が支払った費用を含みません。なお、当該投資信託証券の直近の計算期末時点における「 1万
口当りの費用の明細」が取得できるものについては「組入上位ファンドの概要」に表示することとしております。

流　用

2
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ダイワ日本株ニュー・グロース・ファンド（ダイワＳＭＡ専用）
ダイワ日本株ニュー・グロース・ファンド（ダイワＳＭＡ専用） ダイワ日本株ニュー・グロース・ファンド（ダイワＳＭＡ専用）

参考情報
■総経費率

当作成期中の運用・管理にかかった費用の総額を、期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（ 1口当り）
を乗じた数で除した総経費率（年率）は1. 64％です。

（注 1） 1万口当りの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。
（注 2）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。
（注 3）各比率は、年率換算した値です。

総経費率
1. 64％

運用管理費用
（投信会社）
0. 79％

運用管理費用
（販売会社）
0. 79％

運用管理費用
（受託会社）
0. 05％

その他費用
0. 01％

流　用
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ダイワ日本株ニュー・グロース・ファンド（ダイワＳＭＡ専用）

■主要な売買銘柄
株　　　　式

（2020年12月 5 日から2021年12月 6 日まで）
当　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　期

買　　　　　　　　　　　付 売　　　　　　　　　　　付
銘　　　　　柄 株　数 金　額 平均単価 銘　　　　　柄 株　数 金　額 平均単価

千株 千円 円 千株 千円 円
GMO グローバルサイン HD  9. 1 77, 760 8, 545 ブイキューブ  55 157, 262 2, 859 
ブイキューブ  25 68, 296 2, 731 オイシックス・ラ・大地  46. 7 154, 965 3, 318 
ケアネット  13 67, 914 5, 224 GMO グローバルサイン HD  17 143, 620 8, 448 
Ｊストリーム  15. 4 66, 814 4, 338 Ｊストリーム  31. 2 136, 288 4, 368 
レノバ  15. 3 54, 234 3, 544 エニグモ  84. 6 108, 978 1, 288 
オイシックス・ラ・大地  16. 8 53, 545 3, 187 ウエストホールディングス  24. 3 104, 147 4, 285 
マクアケ  5. 7 52, 866 9, 274 ベイカレントコンサルティング  4 85, 706 21, 426 
ＪＭＤＣ  9. 2 52, 322 5, 687 イーレックス  44. 9 85, 702 1, 908 
弁護士ドットコム  4. 5 48, 090 10, 686 Ｓａｎｓａｎ  10 83, 744 8, 374 
デジタルアーツ  5 47, 455 9, 491 NEC ネッツエスアイ  44. 4 82, 243 1, 852 

（注 1 ）金額は受渡し代金。
（注 2 ）金額の単位未満は切捨て。

■株式売買金額の平均組入株式時価総額に対する割合
（2020年12月 5 日から2021年12月 6 日まで）

項　　　　目 当　　　　期
（ａ）期中の株式売買金額 5, 107, 659千円 
（ｂ）期中の平均組入株式時価総額 744, 640千円 
（ｃ）売買高比率 （ａ）／（ｂ） 6. 85 
（注 1 ）（b）は各月末現在の組入株式時価総額の平均。
（注 2 ）単位未満は切捨て。

■売買および取引の状況
株　　　　式

（2020年12月 5 日から2021年12月 6 日まで）
買　　　　付 売　　　　付

株　　数 金　額 株　数 金　額

国内
千株 千円 千株 千円

690. 2 1, 821, 180 1, 203. 2 3, 286, 479 
（ 14. 8） （ ―） 

（注 1 ）金額は受渡し代金。
（注 2 ） （　）内は株式分割、合併等による増減分で、上段の数字には含まれており

ません。
（注 3 ）金額の単位未満は切捨て。
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ダイワ日本株ニュー・グロース・ファンド（ダイワＳＭＡ専用）

■利害関係人との取引状況等
（1）当作成期中の利害関係人との取引状況

（2020年12月 5 日から2021年12月 6 日まで）
決 算 期 当　　　　　　　期

区分 買付額等
A

う ち 利 害
関係人との
取引状況 B

B/A 売付額等
C

う ち 利 害
関係人との
取引状況 D

D/C

百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％
株式 1, 821 208 11. 5 3, 286 472 14. 4 
コール・ローン 12, 207 ― ― ― ― ― 

（3）�当作成期中の売買委託手数料総額に対する利害関係人
への支払比率

（2020年12月 5 日から2021年12月 6 日まで）
項　　　　目 当　　　　期

売買委託手数料総額（Ａ） 2, 147千円 
うち利害関係人への支払額（Ｂ） 523千円 

（Ｂ）／（Ａ） 24. 4％ 

※ 利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第 1 項に規定される
利害関係人であり、当作成期における当ファンドに係る利害関係人とは、大和証
券です。

（2）�利害関係人である金融商品取引業者が主幹事となって
発行される有価証券

（2020年12月 5 日から2021年12月 6 日まで）

種　　　　　類 当　　　　　期
買　　付　　額

百万円
株式 11

（注 1 ）金額は受渡し代金。
（注 2 ）単位未満は切捨て。

■組入資産明細表
国内株式

銘　　　　柄 期　首 当　期　末
株　数 株　数 評 価 額

千株 千株 千円
建設業（2. 0％）

ウエストホールディングス 15 1. 2 7, 464 
テスホールディングス ― 0. 1 223 

化学（―）
扶桑化学工業 2 ― ― 
医薬品（0. 2％）

ステムリム ― 1. 3 630 
非鉄金属（1. 1％）

昭和電線 HLDGS ― 2. 2 4, 133 
機械（2. 9％）

ＴＯＷＡ ― 2. 6 7, 982 
ローツェ 0. 5 0. 3 3, 543 

精密機器（―）
メニコン 3 ― ― 
その他製品（0. 2％）

フルヤ金属 ― 0. 1 945 
電気・ガス業（2. 8％）

イーレックス 33 3. 3 8, 401 

銘　　　　柄 期　首 当　期　末
株　数 株　数 評 価 額

千株 千株 千円
レノバ ― 0. 5 2, 540 
情報・通信業（49. 6％）

NEC ネッツエスアイ 40 3. 8 6, 885 
システナ 10 ― ― 
デジタルアーツ 3 ― ― 
ラクーンホールディングス 2 2. 5 2, 792 
ソフトクリエイト HD 1 1. 9 8, 151 
電算システム 1 ― ― 
三菱総合研究所 ― 0. 6 2, 244 
パピレス 13 ― ― 
エムアップホールディングス ― 1. 5 6, 060 
エニグモ 60 8. 2 8, 249 
メディアドゥ 3. 5 ― ― 
ブイキューブ 30 ― ― 
フィックスターズ 8 ― ― 
ＳＨＩＦＴ 0. 3 0. 1 2, 354 
テクマトリックス 13 4. 4 8, 465 
GMO グローバルサイン HD 10 2. 1 8, 232 

銘　　　　柄 期　首 当　期　末
株　数 株　数 評 価 額

千株 千株 千円
ＵＬＳグループ ― 0. 7 3, 465 
ｅＢＡＳＥ 2 5 3, 070 
アバント 5 0. 1 125 
コムチュア 10 2. 5 8, 925 
アイル 2 1. 3 2, 043 
クラウドワークス ― 7. 1 8, 307 
マークラインズ 9 ― ― 
デジタル・インフォメーション 15 ― ― 
ラクス 12 ― ― 
ダブルスタンダード 5 ― ― 
ユーザベース ― 1. 4 2, 125 
オロ 1 ― ― 
マネーフォワード ― 0. 2 1, 334 
勤次郎 4 ― ― 
プラスアルファ・コンサルティン ― 2 6, 680 
ヤプリ ― 2. 2 8, 844 
スパイダープラス ― 1. 9 2, 825 
Ｊストリーム 17 5. 2 4, 050 
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ダイワ日本株ニュー・グロース・ファンド（ダイワＳＭＡ専用）

銘　　　　柄 期　首 当　期　末
株　数 株　数 評 価 額

千株 千株 千円
インフォコム 11 0. 1 191 
ラクスル ― 1. 1 6, 446 
メルカリ 5 0. 5 3, 165 
システムサポート ― 3. 5 4, 168 
ウイングアーク1ST ― 1. 3 2, 652 
サーバーワークス ― 0. 1 348 
カオナビ 9 0. 8 1, 962 
Ｓａｎｓａｎ 4 ― ― 
ギフティ 1 1 2, 354 
HENNGE 0. 2 ― ― 
マクアケ 0. 3 0. 1 509 
ウィルズ 23 ― ― 
ＪＭＤＣ 3 0. 8 6, 248 
ペイロール ― 1. 5 1, 203 
コマース ONEHLDGS ― 3. 7 4, 602 
ジャストシステム 1. 2 ― ― 
フューチャー 14 2. 6 9, 295 
ＳＢテクノロジー 6 2. 2 5, 658 
オービックビジネスＣ 2 0. 6 2, 976 
サイボウズ 5 0. 7 1, 433 
オリコン 8 8. 8 9, 741 
電通国際情報Ｓ 0. 6 1. 7 6, 264 
イーエムシステムズ ― 4 2, 924 
インテリジェント ウェイブ 15 ― ― 
ネットワンシステムズ 7 0. 7 2, 320 
日本ユニシス 17 3 9, 720 
ファイバーゲート 2 ― ― 
ゼンリン ― 3. 2 3, 072 
シーイーシー 6 1. 2 1, 492 

卸売業（1. 4％）
マクニカ・富士エレ HLDGS ― 1. 9 4, 909 
グリムス 5 ― ― 
バリュエンス HLDGS ― 0. 2 472 

小売業（2. 1％）
アスクル 9 4. 2 5, 829 
Ｈａｍｅｅ 1 ― ― 
オイシックス・ラ・大地 30 0. 1 323 
ワークマン 0. 5 ― ― 
シルバーライフ 1 1. 7 2, 204 

保険業（0. 4％）
ライフネット生命保険 ― 1. 5 1, 612 

その他金融業（0. 1％）
イー・ギャランティ 21 0. 1 251 
不動産業（2. 7％）

ケイアイスター不動産 ― 1. 1 9, 383 
ティーケーピー ― 0. 8 1, 212 

銘　　　　柄 期　首 当　期　末
株　数 株　数 評 価 額

千株 千株 千円
サービス業（34. 6％）

メンバーズ ― 1. 1 2, 560 
アイティメディア 11 2. 5 4, 857 
ケアネット ― 0. 8 852 
パーソルホールディングス ― 1. 3 4, 082 
ディップ ― 2. 2 8, 712 
ベネフィット・ワン 18 0. 2 1, 048 
エスプール 10 6. 2 7, 681 
バリューコマース 1 1. 1 5, 082 
インフォマート ― 7. 2 7, 300 
セプテーニ HLDGS 10 15. 5 7, 114 
エフアンドエム 17 5. 2 10, 316 
エン・ジャパン ― 0. 1 348 
アイ・アールジャパン HD 0. 3 ― ― 
イトクロ 36 7. 2 6, 120 
ベクトル ― 6. 3 7, 692 
チャームケアコーポレーション 8 2 2, 928 
ＩＢＪ 12 6. 5 6, 506 
M&A キャピタルパートナー 7 ― ― 
シグマクシス・ホールディンク 25 0. 5 1, 313 
ウィルグループ ― 6. 5 8, 268 
エラン 0. 5 ― ― 
ストライク 1 0. 9 4, 815 
ソラスト ― 0. 7 830 
インソース ― 2. 5 6, 302 
ベイカレントコンサルティング 2. 5 ― ― 
ジャパンエレベーターSHD 3 ― ― 
ライトアップ ― 2. 4 7, 896 
マネジメントソリューションズ ― 1. 2 3, 708 
プロレド・パートナーズ 0. 5 ― ― 
ポピンズホールディング ― 2. 7 8, 586 
サーキュレーション ― 1. 3 5, 115 
リログループ ― 2. 5 5, 152 
東京都競馬 5 ― ― 

千株 千株 千円

合計
株 数、 金 額 705. 9 207. 7 391, 232 

銘柄数＜比率＞ 76銘柄 88銘柄 ＜97. 0％＞ 

（注 1 ） 銘柄欄の（　）内は国内株式の評価総額に対する
各業種の比率。

（注 2 ） 合計欄の＜　＞内は、純資産総額に対する評価
額の比率。

（注 3 ）評価額の単位未満は切捨て。
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ダイワ日本株ニュー・グロース・ファンド（ダイワＳＭＡ専用）

■資産、負債、元本および基準価額の状況
2021年12月 6 日現在

項　　　　　目 当　　期　　末
（Ａ）資産 422, 680, 820円

コール・ローン等 20, 653, 478  
株式（評価額） 391, 232, 100  
未収入金 10, 568, 542  
未収配当金 226, 700  

（Ｂ）負債 19, 191, 873��
未払金 14, 434, 923  
未払信託報酬 4, 741, 130  
その他未払費用 15, 820  

（Ｃ）純資産総額（Ａ－Ｂ） 403, 488, 947��
元本 207, 163, 161  
次期繰越損益金 196, 325, 786  

（Ｄ）受益権総口数 207, 163, 161口
1 万口当り基準価額（Ｃ／Ｄ） 19, 477円

＊ 期首における元本額は963, 007, 587円、当作成期間中における追加設定元本額は
384, 888, 691円、同解約元本額は1, 140, 733, 117円です。

＊当期末の計算口数当りの純資産額は19, 477円です。

■損益の状況
当期  自 2020年12月 5 日  至 2021年12月 6 日

項　　　　　目 当　　　　期
（Ａ）配当等収益 5, 638, 155円

受取配当金 5, 654, 784  
受取利息 459  
その他収益金 251  
支払利息 △  17, 339  

（Ｂ）有価証券売買損益 △� �15, 367, 864��
売買益 280, 506, 663  
売買損 △  295, 874, 527  

（Ｃ）信託報酬等 △� �13, 420, 179��
（Ｄ）当期損益金（Ａ＋Ｂ＋Ｃ） △� �23, 149, 888��
（Ｅ）前期繰越損益金 42, 799, 439��
（Ｆ）追加信託差損益金 176, 676, 235��

（配当等相当額） （ 121, 086, 135）
（売買損益相当額） （ 55, 590, 100）

（Ｇ）合計（Ｄ＋Ｅ＋Ｆ） 196, 325, 786��
次期繰越損益金（Ｇ） 196, 325, 786��
追加信託差損益金 176, 676, 235  

（配当等相当額） （ 121, 086, 135）
（売買損益相当額） （ 55, 590, 100）
分配準備積立金 42, 799, 439  
繰越損益金 △  23, 149, 888  

（注 1 ） 信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しておりま
す。

（注 2 ） 追加信託差損益金とは、追加信託金と元本との差額をいい、元本を下回る
場合は損失として、上回る場合は利益として処理されます。

（注 3 ） 収益分配金の計算過程は下記「収益分配金の計算過程（総額）」をご参照
ください。

■収益分配金の計算過程（総額）
項 目 当 期

（ａ）経費控除後の配当等収益  0円
（ｂ）経費控除後の有価証券売買等損益  0　
（ｃ）収益調整金 153, 526, 347　
（ｄ）分配準備積立金 42, 799, 439　
（ｅ）当期分配対象額（ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ） 196, 325, 786　
（ｆ）分配金  0　
（ｇ）翌期繰越分配対象額（ｅ－ｆ） 196, 325, 786　
（ｈ）受益権総口数 207, 163, 161口

■投資信託財産の構成
2021年12月 6 日現在

項　　　　　目 当　　　期　　　末
評　価　額 比　　 率

千円 ％
株式 391, 232 92. 6 
コール・ローン等、その他 31, 448 7. 4 
投資信託財産総額 422, 680 100. 0 

（注）評価額の単位未満は切捨て。
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